
宿ほ かすみ そ うの夏秋 ど り栽培 法

'   一 一 標 高別 定植時 期 ―
           ( 田 よ 野 嘉花 き

め

1 . 背 景 とね らい

宿 恨 か す み事 は, 生 育開花 期 を高 温 で極 遇 す る と品質 の低 下が著 し く, 良 品 の生産 が 困 難

に な る。 その ために全 目 的 に も 8 月 か ら 1 0 月 の出宿 量 は被 激 し価 格 は 7 月 下 旬 質 か ら 1 0

月 に か けて次第 に上昇 す る。 そ こで本県 の冷 涼 な気 象 条 件 を効果 的 に活用 して良 品 の生 産 を

はか るた め , 標 百別 に さ し芽 宙 ,  2 年 株 の定 植 中期 を機 針 した と ころ, そ の成 果 が得 られ た

ので普及 奨励 に移 す。

2 t 技 術 の内容

1 ) 各 ほ 再 にお ける 2 年 株 ,  さし芽 首 の定 瓶 時期 を以下 の とお り とす る。
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注 ) ( 1 ) さ し芽苗 の標高 3 5 0 日は標高 1 0 0 B , 4 5 0 m の到 花 日数 , 積 算気 温 よ り推 定 した。

同様 に寝 百 8 0 0 o も標 百5 5 0 口よ り推 定 した。

( 2 ) 到 花 日数 : 2 年 株 は定 ほ か ら,  さし芽宙 は摘 心 か ら平 均 開 花 日ま で の 日数 。

( 3 ) 有 効 積算 気 温 : 2 年 株 は 7 。4 t 以 上 ,  さし芽 育 は 9 , 4 t 以 上 の平 均 気 温 ( メ ッ

シュ気 候情 報 システ ム利 用 ) の 積 算 に もとず く定 植 か ら平 均 閉 花 日まで の種 算気

温 で あ る。 さ し芽 苗 の有 効積 算 気 温 9 7 0 セは高 温 年 にお け る良 品生 産 の限 界 有 効

積 算気 温 で あ る。 ほ 温年 に は, 有 効嶺算 気 温 が多 少 , 少 な くな る ことが 予想 され

る。

( 4 ) 総 合 評 価 : ◎ 有 望   O 可

( 5 ) さ し芽 育 の摘心 時 期 : 定 植 1 5 日 前 とす る。

2 ) 道 応 地域   県 下 全域

3 . 指 導 上 の留 意 事 項

1 ) こ の作 翌 で の対 象 品種 は, ブ リス トル ・フ ェア リ
ー・ ダ イヤ モ ン ドとす る。 ま たパ ー フ

ェ クタ は夏秋 ど りで は1 5 ～2 0 日前 後晩 生 な ので , 定 植 期 を 1 5 ～2 0 日早 め る。
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2 ) さ し芽首の摘いはポットあげ後7 ～1 0 日経過
: し! セ
活をした後に行い, ポ ットでの育育期

間 は 3 号 ポ ッ ト利用 で は2 0 ～2 5 日間 とす る。 また古株 は無 摘心 栽 培 とす る。

3 ) 雨 よ け栽培 を前提 とす る被 寝 開始 は, 出 害開花 始 とす る。 ま た高 温 期 はで きるだ け
ハ ウ

スを全開 して温 度低下 に舞 め る。

4 ) 経 水 は定植 時 に十分行 な うと ともに , 革 文 2 0  c a 程度 に生 育す るま で通 時行 い車 文 の伸 長

を はか るが , そ の後 は控 えて墓 の堅 い良品 を生産 す る。

5 ) 古 株 利用 は 2 年 株 を中心 とす るが ,  3 年 株 まで の利 用 が 可能 で あ る。

6 ) 2 年 株 は前年 の秋 , ま た は融 雪後 , 早 目 に株 を掘 り上 げ, 溌 浄 , 消 手 した後 , 軽 く湿
ら

せ たおが くず と と もに箱詰 め し,  0 ℃ 程 度 の冷蔵庫 に定植 親 まで貯 蔵 す る。

7 ) こ の作 型 はいず れ も成 立 す るが 切花 品 質 , 単 価 を考慮 す る と標 高 の高 い場 所 で
の栽培 が

よ り有利 で あ る。

8 ) そ の他一般 的 な留 意事項 は 「栽培 技 術 指 針 」を参 照 の こと。

4 . 当 骸 事項 にか か る研究課題 名

宿 根 かすみ そ うの夏秋 ど り栽培 法

5 . 参 考 文献 , 資 料

「着手田献花 き試験成 績書 」 ( 昭和5 7 ～6 0 年) 「 山形 田 拭花 き試 験 成 績 書 」 ( 昭和 5 9 年)

6 . 試 験 成績 の概 要

注 (1)茎 の強度 :車丈50～70cnと3本分校の部分を水平に固定し, 3本 分技を離した時の下りを

水平からの長さであらわす。

強 :0～ 5 cn,中:5～ 10c8,弱 :1 0cn以上

高温障害 :花が大きくなり緑色をおびる。

総合評価 :◎有望  ○ :可  △ やや不良  X不 良

10a当 り収種本数:10a当 り 2,666株として計算する。
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